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妙高高原観光バス 

 

【運輸安全マネジメントに関する取り組み】 

株式会社妙高ハブネット 妙高高原観光バスは、輸送の安全を確保するために、以下の通り 

全社員が一丸となって取り組んでいます。 

１ 安全基本方針   (輸送の安全に関する基本的な方針) 

1、 輸送の安全を最優先とし、お客様の安全を守る。 

      2、 全従業員が安全対策に取り組み、関係法令、社内規定を尊守する。 

      3、 安全管理体制を適切に維持、迅速な行動・対応をする。 

4、 お客様の旅の思い出となる 安心・安全なサービスを心掛ける 

 

取締役社⾧は、「輸送の安全」が第一のサービスであり、輸送は安全の確保が事業経営の根幹である

ことを深く認識し、社員に対して輸送は安全の確保が最も重要であるという意識を徹底させます。 

運輸安全マネジメントを実施し、全社員が一丸となって業務を遂行することにより、絶えず輸送の

安全性の向上を図ります。 

周知については、掲示物・配布物及び乗務員研修（安全会議）の中で周知徹底を図ります。 

 

２ 輸送の安全に関する目標 

① 安全運転の下 事故ゼロを目指す。 
② 体調不良も早期報告 
③ 焦らずゆとりある運転を心がける。 
④ 安全安心のサービスを提供する 

 

具体的な取り組み 

2024 年 3 月期安全会議に基づき、安全体質の確立・コンプライアンスの徹底・飲酒運転の根絶・

運行記録計の全車導入やアルコール検査機のデジタルを図り輸送の安全等に関する 

ドラレコ、ヒヤリハット情報の活用など、安全第一を基本に安全会議（年２回以上）を引き続き

実施いたします。 

日頃の生活を改善し、生活習慣病などや、睡眠不足などの運転をしない、させない健康管理を 

行います。 

運転初心者、高齢者ドライバー、などの指導も充実させ、歩行者、自転車、キックボード、 

バイクなど交通弱者十分に注意し、特に危険予知運転「危ないと思ったらまず一旦停止」を重点

項目に掲げ、安全運転の基本を重視した取り組みを強化します。 

    

 

 



３ 事故統計（自動車事故報告規則第 2 条に規定する事故） 

自動車事故報告規則第 2 条に規定する事故報告件数 

 令和５年度 令和４年度 

本社営業所 ０件 ― 

上越妙高駅前営業所 ０件 ０件 

⾧野飯山営業所 ０件 ０件 

  

軽微な接触、駐車場内、車内事故を含む発生件数 

 令和 5 年度 令和 4 年度 

本社営業所 １件 ― 

上越妙高駅前営業所 ２件 1 件 

⾧野飯山営業所 ２件 0 件 

     コロナ病が終息しバスの稼働が多くなったため軽微な接触事故が増えてしまいました。 

４ 安全管理規定 

当社では、「輸送の安全性向上」を図るべく。安全管理規定を定めております。(HP 別掲載) 

（安全管理規定の主な内容） 

・輸送の安全を確保するための事業の運営の方針等 

・輸送の安全を確保するための事業の実施及びその管理の体制 

・輸送の安全を確保するための事業の実施及びその管理の方法 

 

5  輸送の安全のために講じた措置及び講じようとする措置 

（１）ドライブレコーダー    ・・・全車導入済 

（２）デジタルアルコール検査機 ・・・全営業所年度内導入 

（３）デジタル運行記録計    ・・・全車年度内導入 

（４）適性診断の実施      ・・・在籍している全乗務員が３年に 1 回の頻度で独立法人自動 

車事故対策機構が実施している適性診断を受診 

（５）睡眠時無呼吸症候群   ・・・検査の実施 

（６）車両について        ・・・順次、古い車両の処分を行い、新しい車両を導入 

     

６ 輸送の安全に係る情報の伝達体制、その他の組織体制 

別表の通り安全管理連絡体制を構築しております。(HP 別掲載) 

 

 

 



７ 輸送の安全に関する教育及び計画 

輸送の安全に関する目標を達成するため、定期的に開催している運転士実務研修において、技術習得の

実車訓練と合わせて乗務員との意見交換等を含めた輸送の安全に関する講義を行っているほか、点呼指

導、点呼執行視察等、あらゆる場を活用し輸送の安全に努めています。 

新任運転手につきましては、初任者研修を行い 座学 10 時間 運転実技 20 時間の研修を 

行ないます。 65 歳以上の適齢者、事故惹起者につきましても座学・実技を行い安全運転に努めます。  

今年度も個人指導は元より充分な事故分析及び反省を踏まえ、指導教育の充実を図り事故減件目標を達

成できるように、最大限の努力をしていきます。 

 

（１） 安全運動 

安全運動の一環として各強調月間に、社⾧以下管理者による点呼の査察・指導及び職場巡視を行い、

輸送の安全性向上に努めます。 

① 春の全国交通安全運動（4 月上旬） 

② 夏の全国交通安全運動（7 月下旬） 

③ 秋の全国交通安全運動（9 月下旬） 

④ 年末年始輸送安全総点検（１２月上旬～1 月上旬） 

（２） 事故防止対策 

⑤ 年 2 回開催の安全会議（全乗務員参加）で事故防止対策（ヒヤリハットを含む）を行い、啓蒙活

動及び事故原因の究明、再発防止に取り組んでいます。 

⑥ 労使による事故防止対策会議を開催し、輸送の安全性向上に努めていきます。 

⑦ 2 年に 1 度、運転記録証明書の提出を義務付け、法令違反の抑制及び安全意識の向上に努めていき

ます。 

⑧ ドライブレコーダーを用いた危険予測、運転技術の確認、事故による検証等を行い事故防止のた

めの効率的な学習を行います。 

⑨ 自然災害・重大事件など 不測の事態避難訓練 

 

８ 輸送の安全に関する内部監査の実施 

当社は安全マネジメントの実施状況を点検するため、適切な時期を定めて輸送の安全に関し、   

内部監査を年 1 回以上実施いたします。 

  内部監査の結果 ：内部監査は法令に準拠して適正に行われております。 

以 上 

 

 

 

安全統括管理者 ： 杉木龍典 


